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ちば里山センター設立 ちば里山センター設立 ちば里山センター設立 
既に団体等５０会員を超す勢い！ 

坂本会長

 

 

ここ数年、多くの里山活動団体が生まれ、それぞれ積極的に活動しています。

ただ、少し欲張った見方かもしれませんが、まだ各団体の守備範囲はそう広いも

のではありません。 

個々には点の活動であり、整備すべき対象の広さからみると、はなはだ細やか

なものであると言わざるを得ません。 

里山の整備や活用という問題を、ボランティア活動にどこまで期待するかとい

うことについては議論のあるところかと思いますが、やる以上はより大きな成果

を期待したいし、継続する活動にしていかなければなりません。 

 そのためには、里山の整備・活用についての知識や技術の向上、指導者やその後継者の育成が必要です。また

現状では、土地所有者の信頼や社会的な認知も充分とは言えないと思います。さらに、社会システムや政策面で

も取り組むべき課題が少なくありませんが、それらに対する発言力も貧弱です。これらの問題に対して、個々の

団体で対応するには限界があります。 

 多くの活動団体とネットワークを組み、さらに賛助していただける方々の力もお借りして、より大きな力にし

ようというのが、ちば里山センターの発想の原点だと思っています。 

 いまのところ、当センターの会員は５０余りの団体や個人等です。県内にはその他にも多くの団体があり、優

れた活動をしている団体も少なくありません。これらの団体を糾合して、より大きな力にしていくことを願って

います。 

 いま、里山という言葉の意味が変化しています。人によりいろんな捉え方があるようですが、ここでは里地か

ら森林までと広く捉えたいと思っています。その意味での多くの里山活動団体、そして里山に関心を持つ多くの

人々、それらの力を結集して、世界にも誇れる房総の里山環境の再生を図っていきたいと考えています。 

   

05 年 1/23 市原市市民会館で

加藤登紀子さん招きフォーラム 
森の手入れや谷津田環境の改善、炭焼き、自然観察、環境学習、心身の健康づくりなどに取り組む１８の市民

団体等が連携し、去る９月１７日県民・企業による自主的な里山活動の促進を目的とした組織 「ちば里山センタ

ー」を、袖ヶ浦市長浦の県有施設内に設立しました。 

 これまでに、里山１日活動体験で、外国人留学生などと一緒に植樹を実施したほか、企業の社員ボランティア

さんに森づくりを指導しました。また、来年の１月２３日には市原市市民会館で、一般の方々にも広く参加を呼

びかけ、加藤登紀子さんを招き、里山に関するフォーラムを開催します。（入場は無料です。） 

〈ちば里山センターの役員の紹介〉 
◇会  長 坂本  彌（ちば千年の森をつくる会）     ◇運営委員 藤倉 輝征（〈社〉千葉県緑化推進委員会） 

◇副 会 長 金親 博榮（里山シンポジウム実行委員会）   ◇ 同   広瀬 修二（千葉県森林組合連合会） 

◇運営委員 鈴木 恵子（豊富どんぐりの森）        ◇監  事 所  英亮（桜宮自然公園をつくる会） 

◇ 同   高橋 明美（（特非）山武町環境問題連絡協議会） ◇ 同   浪川 茂夫（アルカディアの会）  

 

セ ン タ ー

会員募集中 

大槻副知事と発起人の皆さん

坂本　彌　会長の挨拶



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

   

   

   

   

   

   

   

  

   

  

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 





  

  

 

  

 

 

  

 

  

 

 
 

 


